
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

What’s New in Sibelius 

Version 2021.12 

デスクトップ/モバイル 日本語版 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

Legal Notices  
© 2021 Avid Technology, Inc., (“Avid”), all rights reserved. This guide may not be duplicated in whole or in part without the written consent of 

Avid. For a current and complete list of Avid trademarks visit: www.avid.com/legal/trademarks-and-other-notices 

Bonjour, the Bonjour logo, and the Bonjour symbol are trademarks of Apple Computer, Inc. 

Thunderbolt and the Thunderbolt logo are trademarks of Intel Corporation in the U.S. and/or other countries.  
This product may be protected by one or more U.S. and non-U.S. patents. Details are available at www.avid.com/patents. Product features, 

specifications, system requirements, and availability are subject to change without notice.  
Guide Part Number 9329-66313-00 REV A 12/21  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

目次 
 

 

イントロダクション.................................................................................................................................. 1 

 

Sibelius と Sibelius for mobile 2021.12 の新機能と改善点 ............................................................................ 1 

システム要件と互換性情報 .................................................................................................................................. 1 

バージョンの互換性について .............................................................................................................................. 1 

Sibelius のドキュメントで使用されている用語の説明 ...................................................................................... 2 

この PDF ガイドの使用方法 ................................................................................................................................ 3 

リソース ............................................................................................................................................................... 4 

 

 

Sibelius と Sibelius for mobile 2021.12 の新機能と改善点 ................................................................ 6 

 

Cloud ライセンス ................................................................................................................................................ 6 

パーカッション譜表における音符入力と編集ジェスチャ .................................................................................. 7 

ピッチ補正ツール・ジェスチャを使用したパーカッションの音符の編集 ......................................................... 9 

音符マッピングのないパーカッション譜表 ...................................................................................................... 10 

パーカッション譜表の音符を編集するための Apple Pencil ジェスチャ ......................................................... 10 

 

 

Sibelius デスクトップ版（Mac および Window）のその他の新機能と改善点 ....................................... 11 

 

１小節にまとめるコマンド ................................................................................................................................ 11 

選択範囲を再生ラインに移動コマンド.............................................................................................................. 12 

レビューモードで複数の連続または非連続システムの選択をハイライトで強調表示 ..................................... 13 

 

 

Sibelius for mobile のその他の新機能と改善点.................................................................................... 13 

 

外部テンキーのサポート ................................................................................................................................... 13 

改行および改ページコマンド ............................................................................................................................ 13 

テキスト編集用のオンスクリーン・キーボード・トラックパッド・モード ................................................... 14 

ManuScript の改善 ............................................................................................................................................ 14 



 1 

イントロダクション 
 

 

 

Sibelius 2021.12 では、以下の新機能、変更点、改善点があります： 

・ Avid Link を使用した Cloud ライセンス 

・ パーカッション楽器のキーパット上での音符入力ジェスチャ（macOS、Windows、Sibelius for mobile） 

・ Mac および Windows 上の Sibelius における新機能と改善点： 

 [１小節にまとめる]コマンド 

 [選択範囲を再生ラインへ移動]コマンド 

 レビューモードでのシステムをまたいだハイライト表示 

・ Sibelius for mobile における新機能と改善点： 

 外部テンキーのサポート（Bluetooth および USB） 

 [改行]および[改ページ]コマンド 

 テキスト編集用のオンスクリーン・キーボード・トラックパッド・モード 

・ ManuScript の改善（Sibelius | Ultimate のみ） 

 

 

 

 

Avid®︎が互換性を保証し、サポートを提供できるのは、Avid®︎がテストして承認したハードウェアおよびソフト

ウェアのみです。 

システム要件、および適合するコンピューター、オペレーティング・システム、ハードドライブ、サード・パーティ

ー製デバイスのリストについては、こちらをご覧ください： 

 www.avid.com/compatibility 

 

 

 

 

Mac 

Sibelius 2019.9 は、macOS10.10 Yosemite および macOSX10.11 ElCapitan をサポートする最後のバージョンで

した。現行バージョンの Sibelius との互換性を維持するためには、macOS10.12 Sierra 以降にアップグレードする

ことをお勧めします。 

 

 

Sibelius と Sibelius for mobile 2021.12 の新機能と改善点 

システム要件と互換性情報 

バージョンの互換性について 

http://www.avid.com/compatibility


 2 

Windows 

現行バージョンの Sibelius との互換性を維持するために、Windows 10 へのアップグレードをお勧めします。 

Windows 10 への移行の詳細については、こちらをご覧ください。 

 

旧バージョンの Sibelius をお使いの方で、macOS Catalina または Windows 10 にアップグレードする場合は、

Sibelius もアップグレードして最新バージョンにすることをお勧めします。 

 

 

 

 

Sibelius のドキュメントでは、メニューの選択肢、キーボード・コマンド、マウス・コマンドを以下のように表して

います： 

操作用例 操作内容 

ファイル > 保存 ファイルメニューから保存を選択 

Control + N Control キーを押しながら N キーを押す 

Control – クリック Control キーを押しながらマウスでクリック 

右クリック マウスの右ボタン（右側）をクリック 

 

画面上に表示されるコマンド、オプション、設定の名称は異なるフォントで表示されます。 

重要な情報を強調するために、以下の記号を使用しています： 

 

ユーザーヒント：Sibelius を最大限に活用するための役立つヒントです。 

 

重要なお知らせ：Sibelius のデータまたはパフォーマンスに影響を与える可能性のある情報が含まれていま

す。 

 

ショートカット：キーボードまたはマウスを使った便利なショートカットです。 

 

クロスリファレンス：このガイドおよび他の Avid ドキュメントの関連セクションを指します。 

 

 

 

 

 

 

Sibelius のドキュメントで使用されている用語の説明 

https://support.microsoft.com/ja-jp/windows/windows-10-pc-%e3%81%b8%e3%81%ae%e7%a7%bb%e8%a1%8c-294fb3cb-7f2d-fd5a-5683-76aa499c8459
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この PDF には、次の便利な機能が含まれます： 

・ 左側のブックマークは、連続して表示される目次として機能します。各項目の見出しをクリックすると、そのペ

ージに移動します。 

・ + 記号をクリックしてその見出しを展開し、小見出しを表示します。小見出しを折りたたむには、– 記号をク

リックします。 

・ 目次には、項目ごとにページへの有効なリンクが含まれています。カーソルを項目名の上に動かし、指のマーク

に変わったらクリックして、その項目のページに移動します。 

・ 青色で表記されているクロスリファレンスは、すべて有効なリンクです。クリックして参照してください。 

・  [編集]メニュー ＞ [検索]を選択、もしくは右上の検索ボックスから、オブジェクトを検索できます。 

・ iPad でこの PDF を表示するときは、ドキュメント内の有効なリンクを利用するために、[ブック]アプリでファ

イルを開くことをお勧めします。Safari で PDF を表示している場合は、画面上部の右から三つ目の（四角から

上向きの矢印が出ている）アイコンをタップし、並んでいるアプリの中から[ブック]アプリを見つけ、タップし

て[ブック]アプリで PDF を開きます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

この PDF ガイドの使用方法 
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Avid のウェブサイト（www.avid.com）は、Sibelius を最大限に活用するための情報を提供する最高のオンライ

ン・ソースです。 

 

アカウントの作成 

Avid マスター・アカウントを作成します。 

www.avid.com/account 

 

製品登録 

購入した製品をオンラインで登録します。 

www.avid.com/register 

 

製品のダウンロード 

ソフトウェア、アップデート、ドキュメント、およびその他のリソースを以下からダウンロードします。 

my.avid.com/products 

 

サポートとダウンロード 

Avid カスタマー・サクセス（テクニカル・サポート）へのお問い合わせ、ソフトウェア・アップデートや最新のオン

ライン・マニュアルのダウンロード、システム要件を確認するための互換性ドキュメントの閲覧、オンライン・ナレ

ッジベースの検索、ユーザー・カンファレンスでの世界中の Avid ユーザー・コミュニティへの参加などができま

す。 

www.avid.com/support 

 

すばやくスタートアップ(英語版) 

Avid YouTube チャンネル内の「Sibelius をすばやくスタートアップ(Get Started Fast with Sibelius)」をご覧くだ

さい。 

Sibelius をすばやくスタートアップ（英語版） 

 

 

 

 

リソース 

http://www.avid.com/
http://www.avid.com/account
http://www.avid.com/register
https://my.avid.com/products#MyProducts
http://www.avid.com/support
https://youtube.com/playlist?list=PLhCR_8aS9jOPvy871jRUESB0EdgOCD8s1
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トレーニングと教育 

オンラインで利用できるコースでの自習、Avid 認定トレーニング・センターの教室での学習方法、ビデオ・チュート

リアルやウェビナーの視聴などができます 

www.avid.com/education 

 

製品と開発者 

Avid 製品についての情報、デモ・ソフトウェアのダウンロード、開発パートナーとそのプラグイン、アプリケーショ

ン、およびハードウェアについての情報をご覧いただけます。 

www.avid.com/products 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

http://www.avid.com/education
http://www.avid.com/products
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Sibelius は、Avid Link を使用した Cloud ライセンスをサポートするようになりました。これにより、インターネッ

トに接続されている任意のコンピューターで Avid Link アプリ（2021.12 以降リリースのもの）を使用して Avid マ

スター・アカウントにサインインし、お持ちのバージョン（Sibelius | First、Sibelius、Sibelius | Ultimate）で利

用できる機能が全て、Sibelius ソフトウェアのバージョン（2021.12 以降リリースのもの）で使用できます。以前

は、特定のコンピューターで Sibelius のコピーをアクティベートしてから非アクティベートして、別のコンピュータ

ーでアクティベートして使用できるようにする必要がありました。 

 

インターネットに接続された Sibelius を使用するコンピューターで、Sibelius のライセンスをアクティベートまたは

非アクティベートするには、Avid Link の[Manage Device(デバイスの管理)]から操作します。加えて、Sibelius を

使用するコンピューターごとにカスタム名を作成できます。 

 

所有しているライセンスごとに、Cloud ライセンスとは別に、ローカルでもう 1 台のコンピューターを認証

できます。このオプションは、1 台のコンピューターでのみ使用する場合、または 1 台のコンピューターで

Sibelius をオフラインで利用しつづける必要がある場合に使用します。 

 

Avid Link の詳細については、Avid Link ユーザーズ・ガイド.pdf を参照してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Sibelius と Sibelius for mobile 2021.12 の

新機能と改善点 

Cloud ライセンス 

https://connect.avid.com/rs/149-WFZ-676/images/Avid_Link_User_Guide_J.PDF
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Sibelius では、関連する符頭とアーティキュレーションのテンプレートとともに、ピッチが不定のパーカッションお

よびピッチのないパーカッションの、デフォルトの音符マッピングを使用できます。Sibelius の以前のバージョンで

は、符頭タイプ・ギャラリーから符頭を選択（[表記]> [符頭]> [タイプ]）、もしくはキーボード・ショートカット

（Shift + "+"および Shift + "-"）を使用して、目的の符頭が見つかるまで順番に表示させる必要がありました。

Sibelius と Sibelius for mobile では、キーパッドを使用してパーカッション譜表に音符を入力する際に、符頭を変

更できるようになりました。キーパッドからパーカッション譜表に音符を入力するときは、上下にドラッグして、使

用できる全ての音符マッピング、符頭タイプ、およびアーティキュレーションを順番に表示させます。ドラッグして

いる間、その表記に一致したサンプルを再生します。この方法を使用すると、使用できる音符マッピングを超えるこ

とはなく、また、選択できるのは各楽器のテンプレートで使用できる符頭とアーティキュレーションに制限されま

す。 

 

パーカッションの音符マッピング、および符頭とアーティキュレーションのテンプレートは、[楽器の編集]

ダイアログからアクセスできる[譜表タイプの編集]ダイアログの[パーカッション]タブでカスタマイズでき

ます（Mac または Windows の Sibelius | Ultimate のみ） 

 

パーカッションの譜表に音符を入力し、利用できる音符マッピング、符頭、およびアーティキュレーション（存在す

る場合）を順番に表示させるには： 

1 音符を入力したいパーカッションの譜表の場所をクリック（またはタップ）します。 

2 キーパッドで、音価（四分音符など）をクリック（またはタップ）し、上下にドラッグします。 

上または下にドラッグすると、音符の影は、利用できる音符マッピング、符頭、およびアーティキュレーション

を順番に表示します。 

3 キーパッドを操作しているマウスや指、Apple Pencil を離すと音符が入力されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

パーカッション譜表における音符入力と編集ジェスチャ 
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たとえば、ロック・ドラムキットの五線譜では、キット内の各楽器のデフォルトの音符マッピングと符頭を表示しま

す： 

 
上下にドラッグしてドラムキット用にマップされた音符を変更し、テンプレートで利用できる音符を順番に表示 

ロート・タム (Roto-toms)の五線譜では、音符入力で、低音から高音へ譜表上でそれぞれ各スペースに各ロート・

タムの音符マッピングを制限します。 

 
上下にドラッグして楽器のマップされた音符を変更 

 

タンバリンの一線譜は、その譜表への音符の入力を制限し、デフォルトのテンプレートでは、タンバリンの演奏テク

ニックに関連する 3 つの異なるタイプの符頭と 5 つの異なるアーティキュレーションを利用できます。 

 
上下にドラッグして、符頭とアーティキュレーションを変更します 
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ピッチ補正ツールで上下および左右のドラッグ・ジェスチャを使用して、選択したパーカッションの音符を変更でき

ます。 

 

選択したパーカッションの音符で利用できる音符マッピング、符頭、およびアーティキュレーションを順番に表示さ

せるには、次のようにします： 

 キーパッドのピッチ補正ツールをクリック（またはタップ）してドラッグします。 

 
上下にドラッグして音符マッピングと符頭のテンプレートを順番に表示 

 

選択したパーカッションの音符のテンプレートの一部として表示されない符頭を順番に表示するには（Mac および

Windows のみ）： 

 Option（Mac）または Alt（Windows）を押しながら、キーパッドのピッチ補正ツールを左右にドラッグしま

す。 

 
Option（Mac）または Alt（Windows）を押しながらピッチ補正ツールで左右にドラッグする際にサポートされる一般的な符頭タイプ 

 

選択したパーカッションの音符の現在の符頭はそのままで、マップされた音符を変更するには（Mac および

Windows のみ）： 

 キーパッドのピッチ補正ツールを垂直にドラッグしながら、Option（Mac）または Alt（Windows）を押しま

す。 

 

必要な符頭がこれらの方法のいずれでも使用できない場合は、符頭ギャラリー（[記譜]> [符頭]> [タイ

プ]）から選択してください。もしくは、キーボード・ショートカット Shift + “+”および Shift + “–”を使用

すると、リスト全体を順番に表示します。 

 

 

 

ピッチ補正ツール・ジェスチャを使用したパーカッションの音符の編集 
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Sibelius および Sibelius for mobile を使用すると、音符マッピング、符頭、またはアーティキュレーションが利用

できない一般的な 1、2、3、および 4 線譜のパーカッション譜表をスコアに追加できます（一般的な五線譜のパーカ

ッション譜表はデフォルトのドラムキット・マッピングを使用します）。マッピングが利用できないパーカッション

譜表でキーパッドを使用して音符を入力または編集する場合、ジェスチャでの音符入力は、マッピングが利用できる

五線譜とは少し異なる動作をします。 

・ 上下にドラッグすると、符頭はそのままで、譜表上で音符が上下に移動します。 

・ 左右にドラッグすると、音符の位置はそのままで、すべての符頭タイプを順番に表示します。 

 

 

 

 

（iPad 上の Sibelius for mobile のみ） 

 

iPad 上の Sibelius for mobile を使用すると、Apple Pencil の圧力加減や傾きジェスチャを使用してパーカッション

譜表の音符を編集できます。 

 

Apple Pencil を使用してパーカッション譜表の音符の符頭スタイルを変更するには： 

1 Apple Pencil で、編集する音符を強く押してから、上下に傾けます。 

2 目的の符頭が表示されたら、Apple Pencil への圧力を弱め、その音符を目的の場所に移動します。 

3 Apple Pencil を離すと音符が入力されます 

 

続けて入力する次の音符は、編集した音符の符頭と一致します。たとえば、Apple Pencil でスコアをタップしてハイ

ハットの十字符頭を入力した場合、次に入力する音符も十字符頭になります。 

スコア内の任意の音符を「強く押して選択」すると、音符入力モードに入り、音符の影が選択範囲と一致し

ます。このようにして、パーカッション譜表に既に入力されている音符を、次に入力する音符の「パレッ

ト」として使用できます。通常の音符と十字符頭を交互に入力する場合は、指で画面をタップして音符入力

モードを終了し、Apple Pencil で強く押して次の音符スタイルを選択し、その新しい音符を任意の位置にド

ラッグして配置します。 

 

Apple Pencil を使用してパーカッション譜表上の音符の音価を変更するには： 

1 変更したい音符を強く押してから、Apple Pencil を左右に傾け、音価を変更します。 

2 Apple Pencil を離すと、音符が新しい音価に変更されます。 

 

 

音符マッピングのないパーカッション譜表 

パーカッション譜表の音符を編集するための Apple Pencil ジェスチャ 
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次の新機能と改善点は、Sibelius デスクトップ版（Mac および Window）のみのものです： 

 

 

 

[１小節にまとめる]コマンドを使用すると、選択した任意の音符や休符から、その長さの小節を作成できます。これ

は、カデンツァを書き出すときに複数の小節をまとめたり、教育用ワークシートを作成したりするのに役立ちます。

また、スコアの１小節目の一部を選択し、弱起を作成することもできます。 

 

 [１小節にまとめる]コマンドは、システムオブジェクトを追加したり、スコアのレイアウトを構成したりす

る前の、音符入力時に使用するのが最適です。 

 

システム・オブジェクトは、選択されているかどうかに関係なく含まれていません。 これには、システム・

テキスト、記号、ライン、調号、および特別な小節線が含まれます。さらに、変則的な小節を作成するとレ

イアウトがリセットされるため、改行または改ページのある譜表の終わりが選択に含まれている場合、それ

は削除されるので、必要に応じて改行または改ページを再び追加する必要があります。 

 

[１小節にまとめる]コマンドを使用すると、クリップボードがクリアされます。 

 

 

複数の小節を 1 つの変則的な小節にまとめるには： 

1 複数の小節を選択します（小節全体だけでなく小節の一部の選択も含まれる場合があります）。すべての楽器に

おいて、新しい小節に含めるすべてのものを選択してください。選択範囲に含まれていない音符やオブジェクト

は、新しい小節から省略され、スコアから削除されます。 

2 コマンドギャラリーの検索フィールドまたはコマンド検索フィールドで、[１小節にまとめる]と入力し、検索結

果のリストからそのコマンドの名前をクリックします。 

 

Sibelius は、選択した音符やオブジェクトを 1 つの変則的な小節に変換します。選択に含まれていない譜表上の音符

やオブジェクトはすべて削除されます。 

 
１小節にまとめるコマンドを使用して複数の小節から作られたカデンツァのパッセージ 

Sibelius デスクトップ版（Mac および Window）のその他の新機能と改善点 

１小節にまとめるコマンド 
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弱起を作成するには： 

1 １小節目で小節の一部または音符の選択を行います（たとえば、4/4 のスコアの１小節目で 8 分音符の休符を選

択します）。 

2 コマンドギャラリーの検索フィールドまたはコマンド検索フィールドで、「１小節にまとめる」と入力し、検索

結果のリストからそのコマンドの名前をクリックします。 

 

Sibelius は、新しく作られた小節（弱起）の番号を小節[0]として再番号付けし、小節番号の変更を非表示にしま

す。 

 

 

 

 

（Mac および Windows のみ） 

[選択範囲を再生ラインに移動]コマンドを使用すると、現在の拡大レベルでスコア・ウィンドウに表示されている、

再生ラインの現在の位置で、一番近い音符または休符を選択します。再生を停止した場所に、選択範囲を移動させる

場合に特に便利です。この機能は、コマンドギャラリーまたはコマンド検索を使用して Sibelius のすべてのバージョ

ンで使用できます。このコマンドのデフォルトのキーボード・ショートカットはありませんが、カスタム・キーボー

ド・ショートカットを[選択範囲を再生ラインに移動]コマンドに割り当てることができます。 

 

 
選択範囲を再生ラインに移動 

 

 

 

 

選択範囲を再生ラインに移動コマンド 
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（Mac および Windows のみ） 

 

レビューモードで、Sibelius を使用して、複数の譜表にわたって連続または非連続の選択をハイライトで強調表示で

きるようになりました。以前は、選択範囲の一番上の譜表のみがハイライトで強調表示されていました。 

 

 

 

 

 

次の新機能と改善点は、Sibelius for mobile（iPad および iPhone）のみのものです： 

 

 

 

Sibelius for mobile は、Bluetooth および USB で接続された外部テンキーをサポートするようになりました。これ

により、外部テンキーを使用して、画面上のキーパッドで選択を行うことができます。これは、MIDI 音符入力と組

み合わせた音符入力や、標準の数字テンキー・ショートカットを使用して選択した音符のプロパティを編集する場合

に特に便利です。 

 

 

 

Sibelius for mobile では、改行および改ページ機能を使用して、スコアのレイアウトを構成できるようになりまし

た。 

 

改行および改ページを追加するには： 

1 改行および改ページを追加したい小節線を選択します。 

2 コマンド検索アイコンをタップします。 

3 オンスクリーン・キーボードまたは外部キーボードを使用して、必要なコマンドの名前を入力します：「改行」

または「改ページ」。 

4 検索結果リストに表示されたコマンドの名前をタップします。 

 

外部キーボードを使用している場合は、Return キーを押して改行を追加したり、Command + Return キ

ーを押して改ページを追加したりできます。 

 

 

レビューモードで複数の連続または非連続システムの選択をハイライトで強調表示 

Sibelius for mobile のその他の新機能と改善点 

外部テンキーのサポート 

改行および改ページコマンド 
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Sibelius for mobile でテキストを編集する場合、オンスクリーン・キーボードのスペースバーを「長押し」してトラ

ックパッド・モードに切り替えることができます。これにより、トラックパッドを使用しているかのように、テキス

トフィールド内を移動できます。オンスクリーン・キーボード上の文字が消えたら、画面上で指をドラッグして、テ

キスト編集カーソルをテキスト・オブジェクト・フィールド内の任意の場所に移動して編集できます。 

 

 

 

 

 

（Sibelius | Ultimate のみ） 

 

新しい[１小節にまとめる]コマンドは、[ManuScript Execute]コマンドを使用してアクセスできます。たとえば、次

の commandID を使用します。 

Sibelius.Cmd（ "make_into_bar"）; 

 

新しい[選択範囲を再生ラインに移動]コマンドには、Cmd（）関数を使用してアクセスすることもできます。 

Sibelius.Cmd（ "move_selection_to_playback"）; 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

テキスト編集用のオンスクリーン・キーボード・トラックパッド・モード 

ManuScript の改善 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Technical Support (USA) Visit the Online Support Center 

www.avid.com/support 

Product Information 

For company and product information, visit us on the web at 

www.avid.com 

 

https://www.avid.com/learn-and-support
https://www.avid.com/
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